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VI.研 究 報 告(日本語、又は英語で書いて下さい。 2.000字程度で記載して下さい。)

objectives: 官官 effectof conditioning using 10 % phosphoric acid both in the Ca-

content on血.edentine surface and in the efficacy of血edentin bonding sys也mwas

examined. 

Methods: The Ca-content on the dentine surlace was measured with an energy 

dispersion electron microanalyser (EDS) mounted on a scanning electron microscope and 

the residual Ca-content after conditioning was presented in per cent to血aton出e

unconditioned dentine. The efficacy of the dentine bonding sys旬mcomposed of a 

dentine primer of glyceryl me血acryla旬 (GM)or a 2-hydroxyethyl methacrylate (2・

HEMA) solution and a commercial dentine bonding agent containing methacyrloxydecy 1 

dihydrogen phosphate was examined by measuring the wall-to-wall polymerization 

contraction gap width of a commercially available light-activa旬d児 sincomposite 

restored into the cy lindrical dentine cavity in an extracted human tooth. 

Results:・百leCa-content in the dentine was rapidly reduced to 62.12 % of血e

unconditioned dentine by the 10 % phosphoric acid conditioning even when the 

conditioning time was as short as five seconds. Complete marginal adaptation was 

obtained only in the positive control group in which the cavity was conditioned by the 

0.5molfL ethylenediaminetetraacetic acid (EDT A) for 60 sec and primed with th'e GM 

solution. In addition， the contraction gap width increased in corporation with血e

reduction of the Ca-content both in the GM and 2-HEMA priming groups. 

Conclusion: 官官 dentineconditioning using the 10 % solution should be avoided 

clinically because the dentine cavity wall rapidly decalcifies and the resin composi飽 pas飽

is apt to separate from the decalcified dentine cavity wall easily. 
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10%リン酸水溶液を用いたデンテインクリーニング後のCa残存量と

象牙質接着性の相関

演題 8-29
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Effect of decalcification of dentin on the efficacy of dentin adhesive 
-Cleaning time with 10%H3P04 solution v s contraction gap width of resin composite 
in dentin cavity -
()J.WU， T. YAMASHITA， 
(Showa University) 
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S.WAKUMOTO and H.HISAMITSU 

。呉建、山下隆史、伊藤和雄、和久本貞雄、
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【緒言】回転切削器具によって形成された胃壁にはスメア一層が付着し、これがレジン材料

の接着を阻害するために接着操作に先立って除去すべきであるという理論はすでに広く認擁

されている.すなわち、エナメル質寓壁に付着したスメア一層は40%リン酸によって除去

するのと同時に小柱構造に基づくマイクロアンダーカットを形成して、機械的様合効力によ

る接着効果を期待する手法が臨床的にも広く実践されている.一方、象牙賀寓壁に付着する

スメア一層の処理法についてはいまだに諸説が入り乱れており、統一された理論は見られな

い.我々はすでにスメア一層除去に用いられる酸や酸性モノマーによって象牙質富壁が軟化

される程度に比例して接着性が劣化していく事実を確認し、報告した.すなわちEDTAによ

ってスメア一層が過不足なく除去された場合にのみコンポジットレジンと象牙質寓壁との聞

に完全な適合性が観察され、酸によって不必要に寓壁が脱灰されると、コンポジットレジン

ペーストは重合時に寓壁から離れて収縮し、寓壁とコンポジットレジンとの聞にはコントラ

クションギャップが形成される.さらに、このような接着の不成立は常に両者の接着界面に

のみ形成され、被着体に関する限り接着の成否は象牙質寓壁の物理化学的表面性状にのみ影

響されていると考えられる.本研究では、このような相聞をさらに化学的に確証するために

クレンザーとして10%リン酸水溶液を用い、象牙質表層Ca量と接着性の相関を検討した.

【材料と方法】象牙質寓壁の脱灰が接着性に与える影響は、 10%リン酸によって5秒から

60秒間清掃された象牙質円柱寓洞内!こ35%glycerylmethacrylate(GM)または35%

HEMA水溶波によるプライミングを施し、 ClearfilPhoto Bondを塗布して填呈された可視

光線重合型コンポジットレジンSilux Plusのコントラクションギャップ帽を比較計測する

ことによって評価した.また、象牙質寓壁のCa量の変化はヒト抜去大臼歯唆合面を平坦に

削除して作成した象牙質平面の半分を粘着テープで被覆し、同様に10%リン酸を用いて5

秒から60秒間処理した後にアルコール脱水、カーボン蒸着を施し、走査型電子顕微鏡に装

着したエネルギー分散型潟県マイクロアナライザーによって清掃面、非清掃面のCa比を計測

することによって評価した.

【結果および考察】 EDTAによって60秒間処理された象牙質面のCa議度は未処理面に比較

して83.6%のCaが残存し、続いてGMによって寓洞をプライミングした場合にのみ完全な辺

縁適合性が確認された.しかしながら、 10%リン酸によって寓洞を処理した場合には5秒間

の処理でCa量はすでに約60%1こまで減少し、さらにこの残存Ca量は処理時間の延長ととも

に一次相関的に減少した.さらにこのようなCa量の減少とともにコントラクションギャッ

プの幅も有意に増大し、 60秒間の処理ではGMおよびHEMAプライミングでそれぞれ寓洞直

径に対して0.145および0.073%の帽のギャップが認められた.したがってコンポジットレ

ジンと象牙質寓壁との完全な適合性を獲得するためには象牙質面のCa量を出来るだけ減少

させることなくスメア一層のみを除去することが重要であり、たとえ短時間でも10%リン

酸による処理は不適切であると考えられた.
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